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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国高校生訪問団第２団 

 

１．プログラム概要 

「JENESYS2015」の一環として、「日本の魅力発見」をテーマに、韓国全土から選抜され

た韓国の高校生ら 50 名が、北海道の学校訪問のほか、ホームステイ（上川郡東川町、

同郡美瑛町、旭川市）や機関訪問等を通し、日本に対する理解を深めるとともに、滞在

中、帰国後とＳＮＳ等を通して日本の魅力を発信しました（10 月 22 日～28 日）。 

 

２．日程    

 

10/22（木） 到着（成田国際空港）、オリエンテーション 

 

10/23（金）  【講義】北海道の魅力について、歓迎昼食会、 

  【視察】江戸東京博物館、北海道旭川市へ移動 

   

10/24（土） 【視察】旭川市博物館、旭川市旭山動物園、 

東川町へ移動 

【交流】ホームステイ 

 

10/25（日） 富良野市へ移動 

         

10/26（月） 【視察】幾寅駅（映画「鉄道員」幌舞駅） 

【学校交流】北海道南富良野高等学校（授業体験、交流会） 

 

10/27（火） 【文化体験】ジャム作り、羊毛クラフト体験、 

千歳市へ移動、 

【視察】ショッピングモール 

成果報告会 

 

10/28（水） 【視察】サケのふるさと千歳水族館 

帰国（新千歳空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国高校生訪問団第 2団 プログラム記録写真  

韓国 テーマ：日本の魅力発見 訪問団の記録 

  
10 月 23 日 講義・北海道の魅力について 

(墨田区） 

10 月 23 日 江戸東京博物館見学 

(墨田区） 

10월 23일 특강 홋카이도의 매력에 

대해서(수미다구) 

10월 23일 에도도쿄박물관 견학 

(수미다구) 

  
10 月 24 日 旭川市博物館見学 

（北海道旭川市） 

10 月 25 日 ホームステイ交流 

（北海道東川町） 

10월24일 아사히카와시박물관 견학 

(홋카이도 아사히카와시) 

10월 25일 홈스테이 교류 

(홋카이도 히가시카와죠) 

  
10 月 25 日 ホームステイ 農業体験 

（東川町） 

10 月 26 日 映画「鉄道員」幌舞駅見学 

（南富良野町） 

10월 25일 홈스테이 농업체험 

(히가시카와죠) 

10월 26일 영화”철도원”호로마이역 견학 

(미나미후라노죠) 
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10 月 26 日 北海道南富良野高等学校訪問 

（南富良野町） 
10 月 27 日 ジャム作り体験（中富良野町） 

10월 25일 홋카이도 미나미후라노 

고등학교 방문(미나미후라노죠) 
10월 27일 잼 만들기 체험(나카후라노죠) 

 

４．参加者の感想   

◆ 韓国 高校生 

実は他の団員らと違って、日本という国に関心があるというより芸能人（J-POP）にだけ関心があ

りました。東京タワー、100 円ショップといったところには全く関心を持っていませんでした。担任の

先生の推薦で訪日し、日本語も上手くなく、大きな関心もなく正直期待もしませんでしたが、今回

の滞在で実にたくさんのことを感じました。テレビの中でしか見なかった姿を自分の目で直接見て、

何よりも日本人の美しい心に感動しました。礼儀とは何かを教えてくれる国です。日本で過ごして

いるうちに何故こんな国に対し関心がなかったのか後悔しました。 

 

◆ 韓国 高校生 

初めホームステイは面倒でないかなど心配していましたが、ホストファミリーの方々は多忙で

も親切に接してくださり、多くのことが体験できるようにいろいろ気遣ってくださいました。とても

楽にホームステイできました。また、今回の経験から日本語能力が向上し、日本に来ている

実感がわきました。この先、機会があればホームステイの方々にもう一度会いたいです。 

訪日前には日本に対する全てのことに良い印象を持っていませんでしたが、訪日後、日本人

の生活や礼儀、配慮する姿を見て、私の認識が少しずつ良いものに変わりました。一度、日

本で生活してみたいと思うまでになりました。 

 

◆ 韓国 高校生 

日本人の国民性を見て、なぜこの国が先進国なのか知ることができました。いつも「ありがと

うございます、すみません」と相手に配慮する感じでした。日本という国については、もちろん

政治的な問題はありますが、人と人の間には反日感情、反韓感情のようなものがなくなれば

と思います。今回の訪日から日本に関連する、日本人と接するものを進路にしたいです。 

 

◆ 韓国 高校生 

現実的に今すぐ私にできることはありません。しかし、この先、日韓関係の改善に関心を持ち、

目標とすること、勉強していくことを最初にすべきだと思っています。昨年、訪日団に選抜され

たもののセウォル号事故でキャンセルとなりました。そのため、今回は日本の安全意識を注

意深く見ていたところ、安全関連の表示板とビルの消防隊進入口のマークが印象的でした。 

 

◆ 韓国 高校生 

思っていたより日本人個々人は純朴で韓国に悪い印象を持っていないと感じました。日本に

対して良くない印象や噂で誤解をしている友人が多いので、そんな友人のみならず、他の人

にもそんな悪い噂を訂正し、印象を変えてあげたいです。 
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５．参加者の発信内容  

  

  

  
ほか多数あり。 


